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2Ba－3

被　　服

糸畝びテストにみる手指の巧緻性と被服製作教育の関連（第２報）

一一手指の巧緻性と生活習慣および性格との関連－－
○日景弥生（弘前大）･川端博子（都立立川短大）･鳴海多恵子（学芸大）

（目的）手指の巧緻性の優劣は、手指の運動機能性にとどまらず、集団活動での取り組み

や心理面にも影響を与えるといわれている。第2報では、「糸結びテスト」の成績と生活
面の実態および性格との関連を調査し、手指の巧緻性を高めることの意義について考察し

た。
　（方法）調査対象および時期は第1報と同じである。質問紙調査にひき続き、「糸結びテ

スト」を実施し、双方を同時に回収した。調査内容は、属性、性格、教科に対する関心と

家庭での手伝い等の実践状況、手指を使う遊びや作業への自信などである。「糸結び」の
結び目数の多い人（平均値十び以上、上位群と呼ぶ）と少ない人（平均値－cr以下、下位

群と呼ぶ）に分けて分析し、２集団の結果を比較した。
　（結果と考察）性格に関しては、糸結び成績の下位群は、「神経質」、「自己不信」の傾

向があるのに対し、上位群は「協調性」があることが示され性格的な差異があることが明
かとなった。上位群は、日常生活の中でも手指を使う家庭での手伝いを良くやり、家庭科

に関する関心も高い傾向がみられ、手指を使う遊びや作業に対する自信についても高いこ
とが示された。以上のことは、低学年および男子においてその差が顕著であった。下位群

は手指を使う活動が不得意で、それらの活動に対し消極的な傾向を示し、これがまた手指
の巧緻性の発達を停滞させる原因となることが伺えた。手指の巧緻性が性格形成に影響を

与えることから、手先の器用さを向上させる教科内容を導入する意義が大きいことが考察

された。

2Ba-4　　　　　既製服のゆとり量とゆとりm党（第2報）

　　　　　　　　　　一女子短人生の両親の場合一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人妻女大短大　○布施谷節子　高部啓子

目的：先の女了･短大生に引き続き、彼らの両親を対象として同様の調査を行い、既製服の

ゆとり吼やゆとり感党についての検討を行い、中高年のための衣服設計やサイズ選択のた

めの基礎的資料を得ることを目的とした。
資料・方法:1995年冬と夏に。女子短大生の両親808名（40～am代男女。平均50歳il(|後）

を対象として、質問紙法による調杏を行った。調査項目は、父母の年齢と身長、胸洲。胴
I'll.腰1川、ゆきの身体計測値５項目と、げのブラウス・タイトスカート、父のワイシャツ

・ズボンの素材とサイズ及び。胸III).胴部、腰部、ゆき丈、着丈のゆとり量とゆとり感党

の合計44項目である。これらの項目を川いて。単純集計、クロス集計、囚子分析によって

解析し、女子短大生との比較の上で検討を行った。
結果：①着川サイズについては。けのブラウス・スカートともにＭサイズが70 ％以上を占

めるものの、娘と比べるとL、L Lが多い。父のワイシャツ・ズボンは、MよりもＬ、七

Ｌの方が多い。父ほの胸川又は胴mと蔚川サイズとの相関は娘よりも高い。②ブラウスで
は、ゆとり感党の平均がほは娘より高いものの、ちょうどよいとする胸部のゆとり狙は13.

8ciiiであり。娘よりも約4cni少ない。スカートでは、ちょうどよいとする胴部、腰部のゆと

り阻はけ・娘Ill)で差は見られない。しかし、ゆとり感党では、母はウェストの方がヒップ

よりゆとり感党が低く、娘とは逆の傾向である。③父のワイシャツと娘のシャツブラウス
とを比較すると、父のワイシャツは娘より胸部・ゆき丈のゆとり爪は少なく、また、ゆと

り感党も低い。Q囚了･分析により、父はともにサイズの不適合を示実囚子が抽出された。
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